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お わ り に
マルクスは，『57―58年草稿』ですでに，年間利潤率に取り組んでいて，年間利潤率が，可
変資本の回転数に比例して変化し，また可変資本の回転時間に反比例して変化することを，
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年間利潤率におけるマルクスとエンゲルス（平石 修)
とらえている。それだけではなく，拡大再生産の場合の年間利潤率の変化，資本の流通時間
の制約とその打開のための生産過程への資本の分割投下と関係する年間利潤率の変化，固定
資本の導入による年間利潤率の変化など，必ずしも成功ではないが，その取り組みの範囲は
きわめて広い。マルクスは，『63―65年草稿（草稿?）』では，剰余価値率と利潤率との関係
を明確化して，年間利潤率の変化を基礎からとらえるとともに，固定資本を導入して，年間
利潤率の変化を現実的にとらえるという，両面からの理論の発展に成功するが，その成果は，
なおさまざまの問題を含んでのものである。現在の資料の制約で，マルクスのその後の年間
利潤率についての理論の発展はとらえにくいが，ともかくエンゲルスが，『資本論』第３巻の
第４章で，マルクスの年間利潤率のこれまでの成果を集約してそれを発展させるような理論
を提示するとともに，第13章で，その年間利潤率をマルクスの利潤率の傾向的低下の理論と
結合し新たに発展させるような理論を提示する。平石は，マルクスとエンゲルスとは，年間
利潤率との関係では，理論の類似性，継承性がきわめて強い，というように現在とらえてい
る。平石が最近取り組んだ生産価格論や地代論との関係では，逆にマルクスとエンゲルスと
には，大きな理論の相違がある，というように現在とらえている，それとの大きな相違とな
る。ただ年間利潤率に関係しては，マルクス，エンゲルスの資料の未公刊のための制約がき
わめて強いが，当論文は，現在入手し得る資料の範囲での研究成果であり，その意味で中間
報告的な制約を持つものである。平石は，新たな資料の公刊を待って，今後の研究を推進す
る予定である。いままで，多くの同学諸氏の研究に触発されてきているが，この論文にも多
くの批判を寄せていただき，今後の研究の進展に協力していただければありがたい，という
ことである。
（ひらいし おさむ 本学名誉教授)
（2007年２月５日受理)
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